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宇治田原町立田原小学校 学校だより１０月号

実りの秋に！ 運動会で更なる成長を

校 長 芦田 浩章

先月の10日、秋の澄み切った夜空に、中秋の名月と呼ぶにふさわしい
真ん丸できれいな月を見ることができました。さらに、すぐそばに木星
が、少し離れたところに土星が輝いており、眩しいくらいに明るく輝く
月と２つの惑星の共演に、しばらくの間見入ってしまいました。中秋の
名月とは旧暦の８月15日の夜に見える月のことです。調べてみると、も
ともと旧暦で秋とされる７月から９月のちょうど真ん中の８月を「仲
秋」とよんでいて、そのさらに真ん中の15日を「中秋」というようにな
ったそうです。季節の移り変わりを趣のある言葉で表現する感性は、日
本の素晴らしい文化だと感じます。
ところが、中秋の名月や十五夜の日は必ず満月だと思っていたのです

が、実はそうとは限らず、むしろ満月とは同日にならない年が多数を占
めるそうです。旧暦は月の満ち欠けをもとに日付が決まります。新月の
瞬間を含む日が月の１日と決まっているのですが、新月から満月までの

〜日数は13.9 15.6日間と時期により変動するので、満月の瞬間を含む日
〜は旧暦14日 旧暦17日まで幅があるのです。ちなみに、来年も旧暦８月

15日と満月の日が重なりますが、その後６年間は中秋の名月と満月は重
ならないそうです。
さて、読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋 … など、秋と

結びつく言葉がたくさんあるように、秋は季候も良く、落ち着いて学習
に取り組むことができる時期です。学校では、秋の大きな行事として運
動会があります。今年も、新型コロナウイルス感染予防として、午前中
開催や各家庭で保護者２名までの入場制限などの対策を講じた上での実
施となりますが、10月15日（土）の開催を予定しています。子どもたち
が自分の目標をしっかりと定めて競技や演技に力一杯取り組み、さらに
成長してくれることを願っています。運動会当日はもち
ろんのこと、練習や準備にがんばって取り組んでいる子
どもたちへの、皆様の温かいご支援とご声援をよろしく
お願いいたします。

夏休みのがんばり ～ 夏休み作品展 ～ ８月30日（火）～９月２日（金）

夏休みに子どもたちが制作した絵画や自由作品、自由

研究などを展示する「夏休み作品展」を開催しました。

テーマが「自由」ということで、工夫を凝らしたさま

ざまな作品が並びましたが、制作に苦労した児童も多い

と思います。どんなジャンルやアイデアにするかといっ

たところから、家族で知恵を出し合って、作品の制作や

研究をされたご家庭もあったのではないでしょうか。お

かげさまで、今年も力作揃いの作品展となりました。

児童は鑑賞の時間や休み時間に作品展をじ

っくりと鑑賞し、驚いたり楽しんだりしてい

る様子が見られました。気に入った作品の制

作者にメッセージカードを贈ることを学校の

取組として行いましたが、それも励みになっ

ているようでした。さまざまな作品から刺激

を受け、来年の作品展もがんばってほしいと

思います。

展示作品の写真は学校ホームページ（http

://www.kyoto-be.ne.jp/tawara-es/cms/）の校長

コラムに掲載しております。ぜひご覧ください。

学校教育目標 「人を大切に つながり 力をつくす 未来を生きぬく田原っ子」

目指す子ども像 「進んで深く考える子」 「粘り強く取り組む子」 「人を大切にする子」 「たくましく元気な子」

保護者の皆様へ
１ 運動会について

10月15日（土）は午前中に運動会を実施し、終了後、昼食（お弁当）を食べ、
第５校時に運動会の振り返り等を行った後、14時05分頃に下校します。詳細につ
きましては、９月26日（月）に配付した文書をご覧ください。

２ 水分の補給について
本格的に運動会の練習も始まりました。体育館と運動場を使い分けたり、

水分補給や休憩をこまめに取るなど調整したりしながら、練習に取り組んで
いますが、ご家庭でも、赤白帽子、体操服、涼感タオルや水筒（十分な量の
お茶）のご用意をよろしくお願いします。

３ 校外学習について
校外学習は、学習に関連する施設等を見学し、学習活動を充実させ理解を深め

たり、集団行動や公衆道徳を身に付けさせたりすることをねらいにして実施して
おります。こうした教育的意義がある中、十分な感染対策を講じている施設を行
き先として設定し、校外学習を実施したいと考えております。行き先等詳しい内
容については別途改めてお知らせいたします。

４ 「やましろ未来っ子小学校EKIDEN」の中止について
令和元年度まで毎年12月に開催されていました「やましろ未来っ子EKIDEN」に

つきましては、新型コロナウイルス感染症等におけるさまざまな影響から今年度
も「中止」となりました。



10月 行 事 予 定

４日（火）全校朝会 18日（火）安全登校週間 学校安全の日

５日（水）運動会全校練習 すくすく広場 諸費振替予備日

６日（木）運動会係活動② 尿検査 19日（水）読み聞かせ隊

１～４年５校時授業 20日（木）運動会再予備日

１年校外学習（銘城台方面） 21日（金）運動会予備日振替休業日

７日（金）尿検査 （10月15日(土)の運動会が延期された場合の休業日）

11日（火）すくすく広場 諸費振替日 24日（月）視力検査（低学年）

スクールカウンセラー来校 25日（火）すくすく広場

12日（水）運動会予行練習 26日（水）視力検査（中学年）

14日（金）運動会前日準備 27日（木）後期委員会活動①

１～４年５校時授業 視力検査（高学年）

15日（土）運動会 28日（金）３年校外学習（京都府警広報センタｰ他）

16日（日）運動会予備日 色覚検査（４年）

17日（月）運動会振替休業日

<11月のおもな行事予定>

１日（火）２年校外学習（京都水族館他） 16日（水）一斉下校 学校安全の日

スクールカウンセラー来校 17日（木）後期クラブ活動②

４日（金）１年校外学習（京都市動物園） 持久走前健康相談（希望制）

６日（日）PTA学年行事（２年） 18日（金）諸費振替予備日

７日（月）避難訓練（防犯） 授業参観・学校公開

８日（火）全校朝会 諸費振替日 19日（土）（町小・中学生主張大会）

６年校外学習（ピース大阪） 22日（火）１年校外学習予備日（京都市動物園）

９日（水）読み聞かせ隊 持久走記録会（中学年）

10日（木）後期クラブ活動① 24日（木）水曜校時 全学年５校時授業

11日（金）４年校外学習（琵琶湖博物館） 持久走記録会（高学年）

14日（月）安全登校週間 25日（金）持久走記録会（低学年）

15日（火）すくすく広場 / 26日（土）PTA学年行事（６年）

５年校外学習（三菱自動車京都製作所他）

いつも児童の登下校を見守っていただきありがとうございます。10月は、下記のような下校

時刻の変更があります。どうぞよろしくお願いいたします。

［10月の下校時刻変更］

６日(木）5・6年運動会係活動 15:45頃下校

14日(金）1・2・3・4年（5・6年の運動会前日準備のため） 14:45頃下校

15日(土）運動会（雨天順延） 14:05頃下校

16日(日) 運動会予備日

17日(月）運動会の振替休業日

27日(木）５・６年委員会活動 15:45頃下校

見守り安全パトロール隊のみなさまへ

防犯意識の向上を目指して～ 教職員研修（不審者対応） ～ ９月28日（水）

田辺警察署の指導のもと、教職員による防犯訓練（不審者対応）を行

いました。はじめに過去の事例から得られる教訓や緊急時の組織対応の

確認を行い、施錠や来校者の確認を行うといった防犯の基本である「犯

罪の機会を作らないこと」が大切であることを職員で共有しました。

その後、「さすまた」の使い方の講習を受け、署員の

方を不審者と見立てた実践訓練を行いました。実践訓

練では全職員が組織対応の基本を意識して臨むことで、

危機管理の意識を高める研修となりました。

この研修で学んだことを活かして、11 月に全校で不

審者対応の避難訓練を行う予定です。

「やってみたい」「話したい」と思える協同的な学習
～ ICT機器の活用を通して～

本校は、昨年度までの３年間を「新学習指導要領の趣旨を活かし

た国語科授業の在り方」というテーマで研究に取り組んできました。

｛（研究の概要（左上の画像）はホームページ（http://www.kyoto-be.

ne.jp/tawara-es/cms/）に掲載していますのでご覧ください。｝

今年度はこれまで積み上げてきた研究実践をさらに充実させ、IC

Tの利活用に着目した研究に取り組んでいます。授業改善の視点と

しては、対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面

をどこに設定すると効果的か、タブレット端末等ＩＣＴ機器の活用

場面をどのように組み立てるか、「やってみたい」や「話したい」

という子どもたちの気持ちをICTを通じて醸成できないかなど、さ

まざまな視点で授業を見つめ直しています。

また、授業力向上を目指し、年に１度は、どの学級も研究授業ま

たは公開授業を実施し、教員同士で授業を見せ合い、事前事後にお

いては授業についての意見交流を行っています。特に。授業後には

情報教育部長が「ICT便り」（左下の画像）を作成したり、放課後に

自主研修を実施したりするなど、今後の実践に活かすための取組の

研究にも力を入れています。研究を通じて、「主体的・対話的で深い

学び」を実現し、児童が生き生きと学習に取り組めるようにしてい

きたいと思っています。

昨 年 度 ま で の 研 究 概 要

情 報 教 育 部 長 の I C T 便 り

連 携 し た 組 織 づ く り の も と 、

子 ど も 達 の 学 力 充 実 に 向 け た

取 り 組 み を 行 っ て い き ま す 。

田 原 小 学 校 の 重 点 研 究


